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⇔
障
害
学
生
の
修
轡
麦
援
・
皿
⇔

第
七
回

修
学
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　
　
　
　
　
筑
波
技
術
大
学
教
授
　
石
田
久
之

　
二
か
月
前
（
と
言
っ
て
も
原
稿
を
書
い
て
い
る
時
点
か
ら
だ
と
先

週
の
話
な
の
で
す
が
）
、
日
本
学
生
支
援
機
構
京
都
支
部
で
、
「
障
害

学
生
修
学
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
は
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
意
義

　
障
害
学
生
修
学
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
以
下
、
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
と
略
し
ま
す
）
は
、
昨
年
度
の
一
月
号
で
も
お
話
し
し
ま
し

た
が
、
障
害
学
生
の
修
学
支
援
に
か
か
わ
る
様
々
な
業
務
を
専
門
に

担
当
す
る
職
員
で
す
。
障
害
学
生
の
相
談
窓
口
、
支
援
学
生
の
募
集

や
配
置
な
ど
の
業
務
を
す
ぐ
に
思
い
浮
か
べ
ま
す
が
、
こ
れ
だ
け
に

は
限
り
ま
せ
ん
。
具
体
的
な
話
は
次
節
で
し
ま
す
が
、
そ
の
前
に
、

講
座
の
開
催
ま
で
の
経
緯
を
ち
ょ
っ
と
、
ご
説
明
し
ま
す
。

　
こ
と
の
始
ま
り
は
、
昨
年
の
今
頃
で
す
。
私
は
、
障
害
者
の
学
習

意
欲
の
高
ま
り
、
法
律
の
整
備
や
様
々
な
入
試
制
度
な
ど
か
ら
、
今

後
、
障
害
学
生
の
大
学
な
ど
高
等
教
育
機
関
へ
の
入
学
が
ま
す
ま
す

進
む
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
伴
っ
て
、
大
学
な
ど
で
の
修
学
支

援
体
制
の
整
備
が
進
む
場
合
、
支
援
を
専
門
的
に
行
う
コ
ー
デ
イ
ネ

ー
タ
ー
の
配
置
が
ど
う
し
て
も
必
要
に
な
り
ま
す
。
他
の
業
務
を
行

い
な
が
ら
支
援
業
務
も
と
い
う
の
で
は
、
担
当
者
の
負
担
が
と
て
も

大
き
く
な
り
ま
す
し
、
き
め
細
か
な
支
援
が
で
き
な
い
か
ら
で
す
。

　
そ
こ
で
、
現
在
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置
が
比
較
的
進
ん
で
い

る
関
西
地
区
で
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
業
務
を
整
理
・
体
系
化
し
、

あ
わ
せ
て
、
養
成
講
座
を
開
催
で
き
な
い
か
と
ご
相
談
し
、
研
究
会

を
始
め
た
の
が
発
端
で
す
。

　
参
加
い
た
だ
い
た
の
は
、
大
阪
大
学
、
京
都
産
業
大
学
、
京
都
精

華
大
学
、
同
志
社
大
学
、
仏
教
大
学
、
立
命
館
大
学
の
六
名
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
担
当
職
員
の
方
々
で
、
五
回
の

研
究
会
で
の
い
ろ
い
ろ
な
議
論
の
結
果
、
講
座
内
容
、
つ
ま
り
は
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
業
務
を
次
の
よ
う
に
整
理
し
ま
し
た
。

　
支
援
に
関
す
る
業
務
、
庶
務
に
関
す
る
業
務
、
広
報
に
関
す
る
業

務
の
三
つ
に
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
中
項
目
を
い
く
つ
か
設
定
す
る
。

支
援
に
関
す
る
業
務

　
さ
て
、
三
つ
の
中
で
、
最
も
ボ
リ
ュ
ー
ム
の
あ
る
の
が
支
援
に
関

す
る
業
務
で
す
が
、
こ
れ
は
、
更
に
次
の
四
つ
に
分
類
で
き
ま
す
。

　
第
一
は
、
「
入
試
対
応
」
で
す
。
こ
れ
に
は
、
入
試
相
談
、
入
試
の

特
別
措
置
、
そ
の
実
施
方
法
、
大
学
案
内
が
入
り
ま
す
。
入
試
相
談
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か
ら
、
特
別
措
置
の
内
容
、
そ
の
実
施
に
当
た
っ
て
、
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
が
知
っ
て
お
く
べ
き
こ
と
、
実
際
の
動
き
な
ど
の
解
説
で
す
。

ま
た
、
大
学
案
内
で
は
、
ど
の
よ
う
な
内
容
を
志
願
者
に
向
け
て
情

報
発
信
す
る
の
か
、
に
つ
い
て
で
す
。

　
二
番
目
は
、
「
障
害
学
生
支
援
」
で
、
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
合
格

か
ら
授
業
開
始
ま
で
、
授
業
と
定
期
試
験
の
支
援
、
ア
イ
マ
ス
ク
体

験
な
ど
が
入
り
ま
す
。
そ
の
時
そ
の
時
の
対
応
で
は
な
く
、
き
ち
っ

と
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
立
て
て
支
援
を
行
う
こ
と
の
必
要

性
や
障
害
別
の
支
援
の
内
容
な
ど
の
細
か
な
説
明
で
す
。

　
支
援
業
務
の
三
番
目
は
、
支
援
学
生
の
支
援
で
す
。
障
害

学
生
支
援
の
主
要
な
担
い
手
で
あ
る
支
援
学
生
に
も
、
各
種

支
援
内
容
の
講
習
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座
の
開
催
、
学
び
の

支
援
な
ど
で
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
か
ら
の
強
い
か
か
わ
り

が
必
要
、
と
い
う
内
容
で
す
。
募
集
し
、
配
置
す
る
と
い
う

だ
け
で
は
、
十
分
な
支
援
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
四
番
目
は
、
教
員
支
援
で
す
。
授
業
で
の
具
体
的
な
配
慮
方
法
や

定
期
試
験
の
際
の
代
替
問
題
作
成
な
ど
の
相
談
対
応
に
関
す
る
内
容

で
す
。
配
慮
依
頼
の
サ
ン
プ
ル
な
ど
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

庶
務
に
関
す
る
業
務

　
庶
務
に
関
す
る
業
務
に
は
、
管
理
・
運
営
（
運
営
組
織
、
備
品
管
理
）
、

施
設
改
善
（
施
設
の
点
検
と
改
善
）
、
連
絡
調
整
（
学
内
連
絡
・
学
外
連

絡
）
の
三
つ
の
点
に
関
す
る
内
容
で
す
。
大
学
の
各
種
事
業
の
中
で
、

支
援
業
務
だ
け
が
一
人
歩
き
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
あ
り
え
ま
せ
ん
。

他
部
署
と
の
連
絡
・
調
整
、
例
え
ば
、
定
期
的
な
施
設
点
検
・
改
善

な
ど
と
う
ま
く
連
携
し
て
の
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
な
ど
も
、
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
は
常
に
意
識
し
て
お
き
た
い
と
こ
ろ
で
す
。
こ

の
領
域
は
、
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
で
は
あ
ま
り
テ
ー
マ
に
な
ら
な
い
内
容

で
す
が
、
学
内
の
一
つ
の
組
織
と
し
て
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
配
置

　
　
　
さ
れ
る
場
合
、
軽
視
し
て
は
い
け
な
い
業
務
だ
と
思
い
ま
す
。

広
報
に
関
す
る
業
務

　
　
　
　
広
報
に
つ
い
て
は
、
理
解
・
啓
発
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活

　
　
　
用
に
つ
い
て
が
そ
の
内
容
で
す
。
と
に
か
く
、
ま
だ
あ
ま
り

　
　
　
知
ら
れ
て
い
な
い
領
域
で
す
の
で
、
様
々
な
方
法
を
用
い
て
、

　
　
　
支
援
が
あ
る
と
い
う
こ
と
、
相
談
は
ど
こ
に
行
け
ば
よ
い
の

　
　
　
か
、
な
ど
の
情
報
を
積
極
的
に
提
供
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
支
援
は
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
支
援
学
生
だ
け
が
行
う
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
教
員
が
授
業
で
、
職
員
が
窓
口
で
、
学
生
が

日
常
の
生
活
で
、
さ
り
気
な
く
支
え
ら
れ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
が
一
番
で

す
。
こ
の
よ
う
な
理
解
・
啓
発
が
、
実
は
今
一
番
重
要
な
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
と
に
か
く
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
守
備
範
囲
は
す
ご

く
広
い
の
で
す
。
つ
ま
り
、
支
援
業
務
と
い
う
の
は
、
そ
れ
だ
け

様
々
な
内
容
を
含
む
と
い
う
こ
と
で
す
。
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